
組
涛

論

叢

.第

八
審

第

五
號

謹
愚

策
四
十
七
槻)

・諏
購

.「

大

正

八
年

孤

月
獲

行

ゴ

.

流

説
孟繭

r,

葺冗

費

本

税

ノ

利

弊

,

神
.

戸
.
.

正
.

雄

ラ

ラ

　

　

緒

言

(
一
本

研
究

の
目

的

二
説
蓮

の
順
序

)

ご

く

第
一
段

資
本
税
の
欝

上
の
利
弊

、

r

茎
.

.栞

税
。
欝

上
・
不
利

∩
生
産
力
・
減
少
、
饗

本
・
減
少
・
…
政
湾

栗

里

換

り
ふ

資
森

羅

出
接

り
宙

人
力
。
減
少
、
量

産
力
・
増
加
農

、
窄

力
及
鶉

・
阻
碍
、
㈲
二
度
ぴ
栗

選

起
・
　

こ
嘉

聲

て
-
身

方
所
得
翻
.

こ

別
税
及
資
産
所
有
。
宥
恕
的
素

轟

轟

・
爲
め
、
働
外
画
栗

・
流
入
難
当

無

界
擾
乱
ふ

綴

の
大
下
落
・碁

業
雛

壇
)

コ

く

に

く

港

資
本
湧

腰

上
の
利
套

↑
努
力
謡

、
冨

奮

加
、
膠

欝

加
、
働
貧

流
入
面

養

霧

⑳
漂

蕩

・
容
易
・

五
財
産
回
復

・
六
有
限
御
冠
の
地
位
改
頁
)

く

く

第
二
投

資
本
税

の
財
政
上

の
利
弊

其
ト

栗

税
の
鍍

上
の
木
型

H
然
ら
・
持

手

.・
・
利
益
実

・
一

室

債
・
關
・
・
㈲
毘

響

力
の
進
歩

譲

る
あ

嘘

穰

値
の
下
落
接

う
も
の
、
膿

利
借
換
接

・
あ

画

雑

蠣

・
面

且
裏

書
・㈲
財
政
・
放
濫

租
駿

入
の
婆

・

.論

説

資
甕

ノ
鐸
.

」

、
.

笑

登

第
義

一
)

五
八
七

、



論

説

資
本
税

ノ
和
綴
一

、
.

第
八
巻

(第
五
號

一
¢

五
八
八

ラ

信
其
他
の
繋

、
値
公
震

講

公
債
破
棄
垂

雪

の
中
間
、
ゆ
脱
税
多
)

其
二
.
資
養

の
財
整

の
利
益

(
記

入
の
饗

・
計

脱
藩

の
軽
易

謬

政
信
男

回
復
》

第

三
投

資
本
税

の
政
治
及
祉
雪
上
の
利
鎌

其

一

資
本
税

の
敏
治
及
肚
會
上
の
不
利
、
(
↓
祀
會
主
義
の
第

一
歩

、
の
腰
迫
の
遊
具

、
鋤
労
働
者

の
不
利
》

其
二

蒙

税
の
政
蒐

書

去

裂

∩
薯

特
・
無
努
力
所
得
轟

島

無
薯

の
悉

緩
和
・
鳶

衆
騎

鍵

)

結
論

〔全
文
の
要
旨
}

緒
.

β

言

　↑
資
本
税

が
戦

後
財

政
に
於
け

る
重

大
間
組

の

一
な

る
こ
ご
は
前
に
説

き
た

る
如

く
で
あ
り
、

そ
し
て
其

が
公

準
舞

の
見
地
か
ら
は
大
饗

諷
す
べ
き
も
の
砦

こ
ε
も
前
に
撃

所
の
和
毛

あ
る
が
、
更
ら
獲

る
所
の

問
題
昆

税
の
利
弊
如
何
即
混

税
の
設
け
ら
れ
た
・
場
倉

然
ら
ざ
・
場
含

を
比
較
し
て
、孰
れ
か
馨

上
、

肚
會
上
、
財
政
上
等
よ
り
見
て
選
む

へ
き
か
と
い
ふ
ご
ど
で
あ
る
。
此
方
に
於

て
断
乎
た
る
肯
定
的
解
答

の
得
ら

一れ
ざ
る
以
上
は
、
仮
令
其
か
公
平
負
捲
要
求

に
適
ふ
ご
も
米
だ
軽
々
し
く
之
を
採
用
す
る
こ
ご
は
出
來
な
炉
。
で

藪
に
私
は
之
に
關
し
て
從
來
爲
さ
れ
な
る
議
論
を
蒐
集
整
理
し
て
以
て
世
人
の
参
考
に
供
し
や
う
ご
思
ふ
。

うに
本
論
説
述

の
順
序

ご
し
て
は
、
先
づ
経
済
上
の
利
弊
を
、
次
ぎ
に
財
政
去

其
を
、
終
り
に
政
治
及
肚
會
上

一
の
其
を
説

か
う
と
思
ふ
。

第

一
段

育
本
税

の
纒
濟
上
の
利
弊

.

一

其

一

資
本
税
の
経
済
上
の
不
利

一
生
産
力

の
減
少.

(

・



　
ラ一A

資
本

の
減
少
.
.

'

く
う

し

一

霰

府
の
某

引
走

依
り
一

即
ち
粟

婁

行
は
・
≧

薩

な
れ
ば
・
其
れ
だ
け
政
府
餐

本
叢

一
去
り
㌘

こ
筐

・
つ
て
罠

生
.産
力
を
減
摩

る
慧

・
な
・
・彗

・。
箆

其
が
恰
か
も
此
戦
護

造
の
鷺

…
一で
あ
り
.
蕩

栗

叢

多
妻

…

睡

・
・
失
・
…

許
す
基

く
自
欝

行
碧

い
は
な
く
て
は
な

一
ち

ぬ
垂

=
。
尤
も
斯
-
の
聖

・
し
て
政
府
が
民
間
の
某

叢

上
げ
て
行

っ
て

も
・
.別
に
其
凾
内

の
全
財
産
を

嘆

る
の
で
は
な
い
。
國
内
・
甲
・
手
・
2

・
手
霧

・
、
響

異
是

雰

配
を
作
っ
た
塩

き
な
い
ξ

見
、
る
N
.。
三
.、
讐

此
場
危

機

・
が
・
確
か
に
国
民
・
某

を
減
宏

こ
筐

は
な

る
・
蓋

は
如
誓

。
ふ
の
に
、
夫
の
相
穐

の
場
A
.の
如
き
で
あ
れ
ば
、
之
を
納
む
・
懇

に
人
民
か
髪

を
嘉

す
書

も
・
其

.

は
国
民
の
中
の
何
人
か
其

所
得

て
叢

る
こ
・
に
・
り
、
斯
-
て
其
婁

國
誉

中
の
何
人
か
の
所
得
に
て

.

彿
は
る
、
こ
謎

・
・
け
巷

も
、
装

本
募

如
≦

歴

国
民
の
所
蜜

芸

大
額

を
・
中
震

去

塵

者
。
凡
べ
て
の
誉

課
・
・
こ
筐

・
　

の
は
、
到
砦

・
如
き
何
人
か
・
所
簾

て
撃

納
め

る
こ
と
錘

一
、
多
-
。
各
人
の
育
つ
所
の
或
財
産
元
本
其
場

を
以
て
魏

す
る
こ
昆

な
・
・
勿
塗

部
は
碁

費
剥
し

て
甦

る
金
に
て
、
叉
は
之
姦

保
ピ
し
て
借
入
れ
た
・
金
に
で
納
・
ら
・
と

筐

・
る
が
・
そ
し
て
真
底
国

民

の
中
の
何
人
か
の
所
継

て
納
め
暑

途

も
い
ひ
得
・
が
、
簾

蓋

の
場
A
走

塁

八葉

到
底
盗

る
こ

彦

得
ぬ
。
で

一
毒

は
人
民
の
彗

所

の
餐

其
も
の
か
、
器

粟

馨

に
て
納

・
・
こ
差

な
る
・
其
公

健

て
納
め
ら
れ
蕩

倉

は
、
政
府
箕

漏

印
す
る
こ
淫

な
・
。
ざ

う
す
・
・
.・
萎

に
て
食

間
に
て

培

用
塞

襲

撃

る
こ
ご
差

っ
て
葉

蓮
礎

入
用
な
・
某

が
減
少
す
る
こ
ξ

な
.る
・
國
民
財
書

論

醗

粟

税
ノ
利
弊

蔓

巻
.

第̂
義

5

五
八
九
.

1)A・n・ld
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第
八
巻

(第
五
號

四
)

五
九
〇

し
て
は
其
前
後
に
で
増
減

な
き
澤
で
あ
る
が
、
資
本

の
減
少
ε
い
ふ
こ
ご
は
起
る
。
夫

の
公
賓

が
俺
存
す
れ
ば
之

を
有

つ
人

は
之
を
推
保

こ
し
て
金
を
借
入
れ
て
生
産
活
動
を
寫
す
こ
ご
が
出
家
る
。
銀
行
も
此
信
用
基
礎
が
あ
れ

…
ば
貸
出
を
櫨
げ
る
こ
芸

出
来
、
借
手
は
其
丈
け
其
當
座
預
金
を
増
す
ご
§

な

っ
て
、
其
丈
け
多

く
小
切
手
を

獲
行
し
て
入
用
な
る
材
料
を
調
達
す
る
を
得

る
こ
ε
、
な

る
。
夫

の
公
債
が
な
く
な
れ
ば
、
之
が
あ
る
な
ら
ば
之

.

を
以
て
金
融
を
得
た
る
へ
き
人
々
も
、
最
早
之
が
得
ら
れ
な
い
こ
ご
に
な
り
、
自
然
他
の
方
法
に
て
例
之
軍
純
な

勤
人
信
用
に
て
.借
入
れ
、

一
層
高
い
利
子
を
も
佛
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
こ
ご
＼
な
る
。

で
公
債

の
あ
っ
π
方
が
な

…
く
な

つ
だ
よ
り
も

一
層
資
本

の
充
實

こ
い
ふ
こ
ご
に
は
な
る
。
資
本
挽
が
か
}
つ
て
公
債
が
減
す

る
こ
ご
に
な
れ

ば
、
資
本

の
若
干
の
減
少
を
生
か
る
を
免
れ
な
い
。
更
ら
に
政
府

が
夫

の
視
こ
し
て
事
業
證
券
を
取
る
場
合
に
は
、

.

愁
ら
く
は
政
府
は
多
《
は
此
證
券
を
其
儘
保
存
し
て
之
よ
り
得

る
牧
人
に
て
公
債
利
子
を
挑

ひ
、
公
債
其
も

の
を

消
却
せ
ざ
る
こ
と
に
な

る
で
あ
ら
う
。
然

る
ご
き
は
前

の
場
合
8
は
異
り
、
公
債
は
其
儘
存
在
し
て
、
民
間
に
於

青

る
信
用
の
基
礎
こ
な
り
、
そ
し
て
事
業
は
持
主

の
攣
更
は
あ
っ
て
も
相
愛
ら
す
蓮
轄

せ
ら
れ
行
く
こ
ε
に
も
な

る
。
其
れ
で
』剛
者

の
弊

は
取
去

る
こ
ピ
を
得

る
が
、
此
場
合
に
事
業
證
券
が
政
府

の
手

に
在

る
爲
め
、
其

が
民
間

.

の
手

に
あ

っ
な
な
ら
ば
、
之
を
橋
保

ご
し
て
借
入
を
駕
し
、
資
本
を
作
り
出
し
利
用
す
る
こ
ご
の
出
家
え
の
に
、
-

此
か
出
來
な
い
と
い
ふ
飲
黙
が
荷
ほ
あ
る
。
尤
も
信
用

に
よ
つ
て
作
り
出
さ
る
》
資
本

の
腰
生
は
直
接
費
物
資
本

ロ

を
増

加
す

る
て
ε
に
は

な
ら
ぬ
。

け
れ

ε
も
前
者

の
爽

生

が
鰭

か
て
後
者

の
増

加
を
刺

戟
す

る
傾

を
も

つ
も

の
で

は
あ

る
叉

は
少

く

こ
も
後
者

の

}
層

布
敷

な
る
利
用

を
進

む
る
も

の
で
あ

る
。

(註

一
)

メ
ス
テ
ー
ブ
ル
は
曰
く
、
租
税
の
基
嘩

と

'」
財
産
か
用
ゆ
る
…

に

於
て
・
融
會
の
集
め
ら
れ
た
ろ
財
源
な
侵
す
の
危
険
が
あ
ろ
ミ
・

2)Lawrence,Alev}roncapital.p.65.

,



撫
艱
難

　齢謙
諜
縢

鑛
鱗
灘
継

　裂

離
講
難
灘
鐵
誰

　　　

灘

諮
獺
謬

難

腿議

講
離
離
3)

4)

ζ 、 鱗鞭:郷 欝鱗 騨:

.

「



…
論

説

資
奮

ノ
.利弊
.

第
入
費

第
義

六
;

九
二

鍵

》叱
に
よ
る
利
益
と
濃

し
て
何
れ
か
選
む
.
・
や
は
霧

に
墜
・、中
・
を
鰻

三

孝

て

は

・
孟

一
　
…

警

難

量

れ
ば
貯
蓄
・
れ
た
る
・
・
も
の
の
蔀

・
り
佛
・
れ
な
い
・
一

.
…

凡
・・
総

・
・
に
.・

溢

藍

㌃

駿

租
税
蕊
,
も
.
屏
重
。
な
み
に
貿
易
に
囎

ら
う
る
資
本
の
利
率
・
あ
ら
-
・、
・
ふ
①
れ
・-

、η
斯
　

・
　

・

一

一

τ

修
某

の
職

箆

援

・
1

卸
・
某

椀
が
行
は
る
る
…

に
な
ミ

之
轟

け
ん
ε
し
て
資
本
が

外
囲
に
流
出
し
て
、
以
て
其
國
の
生
産
力
を
減
少
す
る
こ
歪

な
る
ま

ふ
心
嚢

あ

る
・

　擁
護

鑑

撫

幽繍
購

総
雛
類

似駒撤

一
一
す
る
こ
遣

な
。
か
ら
、
・
う
大
し
て
鋳

る
こ
巌

出
來
な
い
。
響

て
逃
れ
や
う
壽

掌

る
も
の
は
政
府

「が
之
を
調

べ
・
取
押

へ
る
こ
羨

出
京

・
。,
他
方
髭

獲

に
は
外
国
で
も
斯
か
・
馨

設
穿

る
る
可
聾

あ

一
っ
て
其
設
け
ら
る
、る
だ
け
で
は
〔設
け
・
る
國
・
あ
ら
う
が
)
、
鵜

の
矯
め
に
栗

が

函

垂

雪

の
は
茜

け

の
油
煎
鍋
か
ら
外
國
の
火
中
に
飛
込
む
・
建

な
・
鑑

覆

い
馴
で
此
磐

起
・
奈

重

て
栗

の
甑

は

…
。
笑

ぞ

は
な
・
。
む
、し
ろ
此
婁

行
…

で
、
大
・
・
馨

債
.葺

優

・
て
置
く
嘉

戦
後
の
某

に

掌

。
所
得
聾

の
負
奨

此
視
の
復

巽

・
場
合
吉

も

肩

書

・
淀

な
っ
て
・
之
轟

く
る
爲
め
に

他
の
覆

絶

賛

選

恵

低
き
國
・
向
・
某

の
流
出
す
る
塁

が

恵

多
く
起
り
・
而
も
其
鮭

後
の
永

6)
7)

8)
「、L

Mill,P.of.P.E.BkV.Ch .11.07.S
cott,Someaspectsofthepropusedcapit

Sept.:qt8).p.260.・II・ 　 ・・
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画

一

面

」
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讐

繋
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　姻　欝
藁

難
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黎
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∴
　諜
　講

謡
購遷
諜
撫
　欝

　謙譲

雛

糠
灘
難
辮

伊
人
力
の
減
少
-

資
本
椀
が
行
は
る
ミ

蕃

奏

・
奮

へ
出

・
行
く
こ
溜

り
、
翼

諜



…
國

の
生
産
力
を
減
少
す
る
こ
い
ふ
恐
が
あ

る
・

麟
羅

雛
無
鱗

一

　O
生
産
力
の
増
加
制
限

　
ラ

一

総

力
及
節
約
の
阻
碍

　
　繋

　簸
辮
翻露
霜

　　繋

一

難
黛

難
無
難

第
八
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靉

靆
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野

籍

課・・る躯

趣

銭
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撒
嚢
叢
難
懸
想
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　響
無
韻
無
熱

恥謡
難

羅

讐

鎧蕪

馨
難

癖

町

、旭
に
曰
く
、
。
の
事
情
が
同
な
れ
ば
、聚

の
責
木
の
汕
來
・
。
げ
大
部
分
な
遇

に
」
め
ゐ
、、ミ
が
各
国
・
紅
谷
・
∴

ロ

コ

痢
讐

難
割
線
講
談
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窪

い
.
勿
論
妻

る
籍

の
墨

を
有
甚

・
人
・
勢
・
自
・
・
墨

書

畢

・
必
謬

追
　

る
＼
け
れ

・

　書

、
昔

小
部
分
で
脅

、
委

場
禽

魏

に
繕

播

問
の
與

へ
ら
ミ

こ
蒙

あ
る
か
ら
・
徐
ろ
匿

一

孚

。
こ
。
か
紫

。
、

蒔

に
委

る
讐

財
窒

買
却
麓

・
、
大
・
善

椿
・
下
塗

蒙

る
ε
い
ふ
程

　
の
こ
薩

あ
。
ま
い
。
全
-
新
種
影
響
か
生
せ
雪

は
い
へ
藤

巻

よ
、
大
・
を

忌

は
あ
る
ま
い
・
隻

一

菜

視
の
結
萎

る
通
貨
緊
縮
よ
り
隼

蚕

肇

下
落
、
金
利
の
騰
貴
よ

り
筆

る
有
償
馨

の
下
落
は
あ
り

得

る
が
、
其

は
別
論

ε
す
.る
。

葉
韓

評

軽

羅

毅

喋
に
役
した
る場
合
・　

葉

　

・・
ば惹

一勿
論
斯
か
る
鍵

霞

其
鍵

・
走

欝

覆

關
係
を
作
・
て
幕

繕

・
・
其

・
屡

に
出
す
こ
篭

出

、

一
家
。
し
、
或
最

年
に
]日万

て
年
賦
支
磐

票

　

許
・
る
と

　

出
來
・
・
算

の
場
倉

も
蘂

謹

書

本
籤

鋳

し
利
子
を
簗

垂

…

差

驚

.
其
利
子
昆

稀
な
け
れ
蟹

ふ
べ
き
所
得
聾

し
て

一

霞

ら
.る
、
も

の
{

は
小
で
あ
ら
う
蕊

ふ
・
嘉

・
・
か
も
知
話

が
・
そ
し
て
新

子

の
支
藷

止
　
.

乃
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懇
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嚢
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　難

雛
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　鵬　蕪
雑
　

ア
リ
ス
、
ア
に
依
る
・、、
フ
ラ
・
・
フ
ル
・
藷

・
九
零

・
・
月
…

壼

蕪

が
襲

　

磐

簿

よ
つ

畿

〔註

一
八

》

。
、
失
は
れ
た
ろ
資
。
を
回
復
す
ろ
薦
め
の
最
高
・
刺
撃

凡
へ
論

係
者
長

ふ
ぞ

・
・
'つ
"㌔説
か
れ
て
あ
る
㌔

紹
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噂

資
奨

一

幕

繋

行
は
れ
て
覆

馨

が
輕
・
・
羨

暴

れ
ば
・
其
・
然
・
ぎ

場
貪

り
も

一

膳
外
幕

流
入
蓬

・
垂

・
.意

義

誓

。
此
事
・
既
に
前
に
も

;
。
芸

通
り
で
あ
る
・

蘂

螺
揮

資
本
税
が
行
は
る
、
結
果
は
,
大
磯
通
貨
緊
縮
噛
生
じ
て
婆

蓼

掌

・
・
響

(註

一
九

)

ロ
ー
.
亥

昌

、
、
栞

税
奮

争
婁

,も
隻

逓

・
政
磨

に
て
支
普

処

護

疸

於
9

鰹

醸

し
箔

却
　

、、
.

」.購
雑

購

轄

鯖
節難
鞍
嚢

曇
る難

難
難

鱗

蘇

。
.、き
に
、
.
通
・
緊
・
な
噛
す
ろ
T
あ
ら
-
.
・
養

纂

・
物
華

・
全

手
・
奮

ざ
ξ

に
・
信
用
麗

筆
の
物
の
上
呈

婿

ろ
」
、、、、
が
出
来
な
い
・
ら
.
勢

に
驚

の
新
　

登

例
之
抵
票

鍵

華

爲
・
星

・
・
ろ
参

で
無

濃

縮
童

じ
な

…
鉄
鍋蕪

蒸

蕪

魏
簾鯵

警

蛙

雛
簗

哨講

馨

る.・ピ及生活

一
成
程
某

税
に
て
盆

蓋

の
馨

等
に
て
政
府
最

吉

3
る
亮

け
で
・
・
鯖

の
基
礎
が
民
間
に
少
く

　
な
。
か
ら
其
れ
だ
け
信
用
。
誓

の
繁
華

る
こ
せ
は
撰

で
あ
・
.
斯
毛

馨

…

震

・
響

…

一
ε
な
れ
る
醤

蚕

攣

る
の
錘

濟
暑

藷

に
復
せ
・
む

・
質

で
あ
り
・
.勅
祭

零

し
て
欝

者
の
生

障

樂
に
す
・
誤

き

　

あ
・
が
、
併
・
其
過
渡
の
時
代
に
茎

葉

を
苦
し
め
・

勢
働
者
に
失
業
の
危
険

蕩

る
こ
碁

見
逃
。
て
は
な
轟

、
尤
も
其
に
書

て
の
救
済
方
禁

.別
に
な
謹

で
な
い
か
ら
・

共
あ

る
の

廠
に
某

税
を
止
め
・
諜

ふ
に
は
讐

な
い
・

-

暢

際
覇

。
容
易
「

籍

・
踏

即
・
努
力
が
漿
漑
せ
・
れ
某

が
叢

妄

紅

こ
し
・
蓮
蔓

継
し
て

諦

観

粟

税
ノ
利
弊
.

、

第
八
巻
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線
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嚢
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霧

　
譲

両論
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聾

繋

辞
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雑

馳

　傷

産
回
復
一

資
本
税
に
誘

て

蚕

は
國
民
・
財
窪

婆

…

暴

っ
て
も
・
此
が

「
回
限
り
で

、、あ嚢

撫

臆
難

韓

輻
欝

難
鰐
藩

鮮

場
.

ラ

顯

撫
灘
鰭

難

灘
㎝　織
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第

二
投

資
本
税

の
財
政
上
の

利
弊

.

一

其

一

資
本
税
の
財
政
上
の
不
利

」ト
5償
木
挽

の
爲
め
に
、
然
.ら
さ
れ
ば
盤
渉

べ
き
利
益
を
失
ふ
こ
ご
、
.

緯
公
債
に
間
し
一

資
森

を
夏

中
髄
ふ
て
公
債
婁

・
馨

董

・
財
警

て
象

菰
る
利
益
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…の得鷹

灘

鶴
舞

欝

嚇程饗

縁
縮
嚢

群

　

…
て
盆

纏

を
讐

に
繧

し
て
置
け
ば
、
・
轟

濟
力
莚

…

、
含

意
・
で
返
…

も
・
賢

姦

一
て
財
政
が

屠

樂
に
返
す
を
得
る
こ
謎

な
る
.
で
あ
・
・
暮

急
い
で
資
森

薬

取
・
て
返
・
・
は
愚
で

・

.

る

と
も

い

へ

る

。

成
程
其
も
・
う
で
あ
る
。
罠

欝

力
窪

む
棲

産
し
て
、
今
旦

圓
返
ず
吉

は
撃

牛
後
に

面

を
返

}

嘉

樂
に
箱

蓮
茨

。
撚
り
毛

縫

に
隻

後
世

の
舞

も
あ
・
か
ら
、
其
あ
・
が
整

療

り
舞

を

薩

に
撃

の
は
霧

蕊

は
な
け
れ
ば
な
・
ぬ
。
加
之
其
假
定
・
・
国
民
欝

力
の
進
歩
謀

ふ
慧

が
果
し

.

て
、
資
森

を
行
は
薩

ふ
て
所
得
讐

の
重
き
状
態
の
下
に
望
む
ご
蕃

得
・
や
に
も
疑
警

を
愛

い
・
次

へ
き
に
は

…
回
通
蕾

雫

蒙

・
套

負
讐

の
利
益
奥

ぎ

誓

.
欝

葵

蒼

い
へ

.

ぱ
下
聳

つ
、
あ
る
。
其
黙
か
ら
い
ふ
も
急

い
で
返
す
よ
り
は
、
後
日
安

く
な
つ
髭

建

て
返
す
方
が
・
財

.

政

と
し

て
は
利

ご
い

へ
る
。
随

ふ
て
今
資
本
視

を
起

し
て
急

い
で

公
債
を
返

す
は
愚

と
い
ふ
こ
ご
に
な

る
。

成
程
此
も
、苔

問
叢

っ
て
見
れ
で
聖

い
へ
・
が
、
若
も
短
轟

叢

ぞ

見
れ
ば
・
歳

役
に
綾

蒙

髭

し
て
、
蓮
買
繋
禁

行
は
れ
て
蓬

貨
償
値
の
多
少
上
・
傾
が
あ
・
。
然
る
妄

は
少
乏

も
此
間
に
於
.睦

一
る
國
債
元
利
欝

、
比
高
強

・
へ
蓬

貨
に
て
穿

れ
な
け
れ
ば
な
鼠

か
ら
・
国
債
零

其
軽

し
て
置
C

ま

り
は
、
鑑

賞
の
安
い
間
に
急
い
で
元
金
を
返
し
て
夫
の
負
欝
一
兎
・
巻

澱
む
べ
し
氏

は
撃

て
は
な
ら

論

説

粟

税
・
利
弊
.

災

巻

第

五
號

;

)

六
。
三

.

」
.

、
`

.,



詮
.
説
.

賢
木
樋
祷

弊

更

巻

(第
轟

天

》

六
・
四
.

　
ぬ

ま

二
二
リ　
　

、
〔違
警

慰

撫

鑓

…響

羅

・一

・他・　
・・都

尉家割

物臥

　

ロ

灘
欝
鱗
羅
灘
羅
糊嚢

嚢

馨

贈
竪

…
一
、撫

議
鱗

聯鰍
翼
雛
讐

嚢
翫
髄鞘慕

撫

難

燃鞭

海
鵜堺纈
驚

盤

総
鰻
縮

一
一
一
.

.離
籍

・鷲

掴齢
難

狩猟
餐

鞭

鐸

鞭

鍵
・部蓄

一

　

籍

蟹

鱗

難

級罐

難

行等
価果
碍
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待
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側
財
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放
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税
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垂

葉

減
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郵
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忌
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ば
・
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の
財
政
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論

説
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粟

醗
ノ
裂

.

第
八
巻

(第
五
號

二
。
)

六
。
六

.

す
る
菩

ふ
こ
ご
が
・
・
か
、
然
・
・
れ
ば
政
府
・
栗

聾

し
て
鰹

す
る
墨

よ
り
の
兇

が
あ
る
か
し
て

埋
倉

を
撃

.
荷
ほ
其
走

樫

の
輕
粗

聾

選

下
翼

罠

羅

潜
力
・
堕

て
租
露

骨
聾

の
大

阪

る
勢

に

て
増
進

す

る
ε
い
ふ
こ
ご
も
あ
至

註
・=
。
。

〔註

二
六
)

フ
ー
"
髭

葉

税
に
よ
う
租
業

人
の
)婆

・
封
・
荏

、
此
圃
・
襲

歩
芸

所
・
藥

生
活
・
及
趨

墓

土
あ

財
源

一

の
「
奨

な
、
逡

　

掌

る
此
蓄

税
の
可
能
的
な
・
大
讃

奮

く
こ
忌

得
一へ
ど

い
ふ
て
臨

.

…
に
其
他
某

視
の
難

託

て
擧
げ
暑

・
も
の
弟

に
つ
き
先
づ

一

両

某

税
箕

…

於
三

・
公
債
轟

也
浅

ふ
非
難
が
あ
る
(註
二
さ
.

…

童

ち

。
,
ス
,
ア
に
依
ろ
・、
、
喋

り
ξ

ブ
イ
・
三

生

七
年

中
・
・
+
背

分
に
養

護

整

他
の
詞

に
て

い

へ
ば
吾
人
の
国

債
の

「
部
破
棄
で
あ
み
ζ

い
ふ
て
展
転
。

併
。
此
非
難
は
正
當
で
は
謙

。
却

・
て
此
方
渋
墨

纏

蓼

行
・
ぎ

ん
が
籔

に
探

ら
れ
劣

法
で
あ

、つ
て
、
公
債
を
正
當
に
支
佛

ひ
、
公
約
を
厳
守
す
・
爲
・
に
裸
視
を
行
ふ
て
居
る
の
界

な
5
な
い
(註
二
八
》.

垂

=
八
)

ロ
,
.
ン
盃

曰
く
、
此
業

繋

禁

的
に
公
債
華

異

・
。
㈲
此
・
裏

・
繋

霧

・
・
躍

が
一
碧

凡
・へ
て
の
英
國
人

た
る
財
産
所
要

に
締
す
.へ
く
、
聚

に
舞

な
貸
し
　

入
朱

饗

し
…

㈲
此
・
・
國
星

辱

ろ
姐
國
人
に
辱

な
い
あ

柴

遍

少
。
る
謄

貯
蓄
馨

奢

つ
細
民
ほ

蹄
・
ヌ

。
留

が
此
國
欝

政
及
棄

竃

墾

な
い
浬
・

(

畷

。
.某

繋

農

繁

ε
蕃

ε
・
寓

話

・
ぎ

・
ふ
も
あ
・
…

九
・が
・
砦

も
決
し
て
正
警

.

る
詞

で
は
な

い
。

壌

二
九
》
ア
リ
ス
,
ア
垂

れ
ば
、
乏

…

上

空

毒

+
二
月
二
+
七
無

上
に
些
男

物

壌

は
此
某

税
に
は
霧

参

か
・
き

も

・
ふ
が
、
砦

成
程
多
少
・
あ
る
曝

し
其
昂

何
な
る
霧

、

層

38)
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鯉

鍵

寸
験

す
嘱

に
此
に
代
は
る
・
き
・局
き
所
得
税
に
は
　

・
　

　

・
　

笥

・

「

一

)

其

二

資
本
視

の
財
政
上
の
利
益
.

,

　㌔籍

聾

薦
鑛
鷺

鰍難

羅

簸

擁

纏

縫練

難
　纒

　　　　臨羅

　購

　

　

ラ

鞭

欝
欝
　　韓
　雛
　

壌

..。

.

ス
..
ソ
,
に
曰
く
、
扇

が
資
本
撃

壌
寒

得
・
鐸

・
・
鳶

を
嘉̂

挽
鍵

　

こ
蓉

ろ
で
あ
ら

　
輸
9
～

.

扇

警

用

。
覆

一

資
森

憲

切
・
て
行

っ
て
、
藁
囲

丞

磐

減

ら
芝

之
を

行

は
ざ

る
に
比

し
其

論

説

資
本
税
ゐ
利
弊

第
八
巻

(第
五
號

二
一
)

六
〇
七

・

43)Scott,1.c.p .266.
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論

誠

栗

税
ノ
利
弊

、

契

巻

第̂
義

三

〕

き

入

「魏
購
難

難
欝

癒
卿箋
肋罐
欝

鰐

難

b馳一

一
一

垂

.=

.

ア
リ
ス
,
ア
に
依
ろ
・、
、
フ
ーフ
ン
〃
フ
ル
ーア
ル
語

茎

峯

・
・
青

埜

婦

國
・
・
域
内
及
信
畢

畢

ろ
爲

め
に

一

纏

書

の
一
大
難

躾

す
を

泉

、
他
の
方
法
　

も

一難

要
で
あ

ら
　
三

ふ
て
駈

・

・

{

、

第
三
段

某

馨

政
治
及
肚
會
上
の
利
弊
.
.

ド
、

其

一'"

資
本
挽

の
政
治
及
肚
會
上

の
不
利

7
養

に
謝
し
政
治
及
特

上
・
弊
著

し
て
先
昌

此
奮

璽

義
・
第

「
歩
誓

い
き

墓

謬

ら
る
、

.。
三

が
、
此
聾

決
・
謡

笙

義
説

よ
り
成
っ
た
も
の
で
な
い
・
現
奮

経
済
組
織

の
下
に
、
軍
に
財
政
上

一
一
の
必
麗

筆

・
矯

め
に
墨

の

「
.部
叢

立

つ
・
も
の
・
響

な
い
.̂註
三
=
「)・

一　
.鐙

・磐

搬
薪

脱脂薪

薦

妻
訪

勤
魏鐸
饗

離

縁
簿

　

窺

ら
な
か
っ
た

・・
ふ
那
繋

出
て
監

。

潔

朧
　　灘

　
　轄
灘
灘
　
　　
　

ラ

ロ

[仁
悉

、
縄

が
政
塗

に
濫
用
せ
・
れ
・
、

塚

蓼

肇

・
・
の
道
具
差

る
こ
嘉

か

得

る
〔註
三
四
)。
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縛

縫

響
鎌
購

講
籌
略難
読
一
書

蟻

は
琵

黎

肇

の
磐

を
來
し
、
欝

者
・
嘉

…

墓

姦

暫

だ
け
で
は
労
働
奮

不
利
差

　醗
辮
灘

難

霧
備霧

騰
禦
鍵

蘂
鞍荒

誕

鼎
繍
撫
穫

暴
畷雛
鍵

纐
鞭
講

晦総

羅磐

駕

総
瀞
難

に
次
誠

此
羅

の資
漆

に
請
す
る
反
威
を
緩
和
す
難

鞠
つ認
七露

量
.

蛸
殉
働



論

説

賢
妻

ノ
利
弊

第
八
巻

(第
五
號

二
四
)

杢

。

一
は
確

に
現
代
の
肚
會

の
秩
序
を
保
全
ず
.る
爲
め
に
肝
要

な
る
こ
泣
で
あ

る
。

ハ　
ニ
セ
　
.
,
ス
,
ア
に
依
る
ピ
、
エ
,
ノ
ー、、
ス
ト
「
・
.「
事

二
塁

+
吉

誌
上

・
、
此
税
・
資
糞

疑
に
與
・
馨

著

た
な
い
で
・

一

。
し
ろ
萎

本
利
子
な
支
望

爲
め
に
親

書

に
な
く
て
憂

ら
・
ミ

療

見
・
・
誇

怨
恨
霜

・
.・
の
敏
委

る
藷

じ
て
鵯

「に
終

り

。
縫

釜

行
方
法

経

る

こ
毛

は
あ

・
か

、
華

奮

い
ふ
如
く
・
必
ず

し
も
之

を
現
金

で
納

め
な

撫

擁
纏

嚢

畿
舗編
馨

難
銀

鱗

黙
蠣難

美
的
妻

。
孕

る
干
渉
を
+
分
螢

し
・
。
從
來
・
㌍

此
等
・
あ

に
.つ
き
て
の
某

家
的
穣

を
減
じ
て

嚢

註
莚

破
清
費
渚
ご
弊
働
者
と
の
爲
め
を
計
乃
こ
ご
加
多
く
な
る
傾
・
有
・
・
.　

・
}

利
益
・

=

筆

入
.

ロ
、
.
ン
ス
に
ぞ

、
栗

携

賦
課
歯

餐

、
或
圃
民
的
公
共
勤
醤

於
客

獲

の
財
整

の
利
益
為
塁

る
で
あ
ら
う
輔
.

　　

　

　

　

聖

、
案

馨

利
弊
薯

察
し
§

結
果
・
、
壷

・
於
て
は
到
底
雷

垂

た
丞

震

讐

批
評
の
如

諭

乎
た
る
決
定
の
出
來
讐

こ
蕩

見
出
・
・
毛

は
な
鼠

。
葦

所
・
は
生
肇

は
脛
塗

　

い
ふ
て

論

難

麟

鵜

舞

踊糟襲

弊

隷

畿

驚
蕪

蘇
ゼ餐

敷
難

麟

捌鍵

襟

"難

馨

雑

纂

霧

姻鞭

…

辞

騨
鞭

饗

鐸
縫

額
碓誌
遷

き種々
の事項を
出来
・だけ
多康

レ
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